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校長　関谷　登最宏 
 

新年度が始まり、約１ヶ月経ちました。新しい環境にだんだん慣れてきた頃ですが、

子ども達は日々の生活の中で思い通りにならないことにたくさん出会います。勉強のこ

と、遊びのこと、友達関係など、むしろ、思いどおりにならないことのほうが多いのか

もしれません。そういう時に、どのように「折り合い」をつけていくのか、「折り合い」

のつけ方を学ぶことも、生きていく上ではとても大切なスキルだと感じます。 

このスキルを身につけていくためには、いろいろな体験をすること、そして、その中

でたくさんの人と出会うことが大切だと考えています。遊びの中での譲り合いやあきら

めずに努力して、今までできなかったことができるようになること等、一つひとつの体

験を通して、子ども達は、頑張る力や我慢する心、そして、人に感謝する心など大切な

力を身につけていきます。 

思いどおりにならないことを乗り越えながら、子ども達は、しだいに成長していきま

す。そう考えると、年相応に思いどおりにならない壁にぶつかることも、子ども達の成

長には欠かせないものだと思います。 

「折り合い」をつける力は、自分も相手も大切にしながら、よりよい未来を拓いてい

くための大切な力です。子ども達が葛藤を乗り越え、自分たちの納得解を見つけていく

プロセスを私たち教職員も粘り強く、温かく支えてまいります。ご家庭でも、お子様の

小さな「折り合い」の瞬間を見つけ、ぜひ励ましの声をかけていただければ幸いです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校だより　４月号 

鶴っ子 

令和８年４月３０日(木) 
内灘町立鶴ケ丘小学校 
校訓　強く　正しく　すこやかに

生徒指導サポーター　紹介 

中島　一義　先生　 
今年度も県教育委員会「生徒指導サポータ

ー」として、中島一義先生に来ていただくこ

とになりました。元警察官の方です。主に児

童の学校生活等における指導や補助をしてく

ださいます。毎週金曜日が勤務日です。 

地域サポート教員　紹介 

遠田　美香子　先生 

今年度も「特別支援教育地域サポート教

員」の遠田美香子先生が１学期と３学期に

来ていただくことになりました。主な業務

内容は、特別支援教育の専門性を生かした

授業支援です。毎週火曜日が勤務日です。

１学期の通知表渡しについて 
今年度の１学期通知表渡しですが、子どものよさや頑張りをぜひ保護者の皆様にもお伝えし

たいため、希望制ではなく全保護者の皆様にご来校をお願いしたいと考えています(２学期は希

望制)。詳細は、後日お知らせいたします。また、昨年度５月に行った面談週間は、今年度は行

いませんが、お子様のことでご相談されたいことがあれば、いつでも担任にお知らせください。


